









What does the blue moon in Bill Monroe’s “Blue Moon of Kentucy” mean? Is it a 
symbol of curse?  
“Blue Moon” has many meanings, from “absurdity” to “infrequence” and in recent 
decades it means “the second full moon in a month” by a misinterpretation of an old 
farmer’s almanac. Tracing the origin of one of the meanings of “Blue Moon” reveals a 














エルビスのデビューは 1954 年で、サンレコードから出した最初のレコードの A 面は
“That’s All Right”で B面が“Blue Moon Of Kentucky”であった。（注２） 
B面の、“Blue Moon Of Kentucky”は、アメリカの大衆音楽にブルーグラス“Bluegrass”
－215－ 
埼玉女子短期大学研究紀要 第 16号 2005.03 
というジャンルを確立して、のちにブルーグラスの父（The Father Of Bluegrass）と呼ば
れるようになるケンタッキー州出身のビル・モンロー（Bill Monroe:1911-1996）が作詩作
曲して 1946年 9月に吹き込んだ曲である。（注３） 




そして 1988年、ケンタッキー州政府が、公式の州歌（the State’s Official Song）を、
それまでのステファン・フォスター（Stephen Foster:1826-1864）の“My Old Kentucky 
Home”から、Billの“Blue Moon Of Kentucky”に取り替えた、という記述がコロンビアの
出した 2枚組 CD「THE ESSENTIAL BILL MONROE AND HIS BLUE GRASS BOYS 
1945-1949」の解説書などに登場するに至った。しかし、流石にこれは贔屓の引き倒しの
ようであった。（注５） 
かように、Billの“Blue Moon Of Kentucky”は今や、ポピュラー音楽の世界では知らぬ
者のいない名曲となっている。 
 
“Blue Moon Of Kentucky”の歌詞はごく簡単なものだ。 
 
Blue moon of Kentucky, keep on shining, 
Shine on the one that’s gone and proved untrue; 
Blue moon of Kentucky, keep on shining, 
Shine on the one that’s gone and left me blue. 
 
It was on a moonlight night, the stars were shining bright, 
And they whispered from on high, “Your lover said good-bye”; 
 
Blue moon of Kentucky, keep on shining, 



































“Yf they saye the mone is belewe, 
We must  beleve that it is true.” 
 
というものであった。月が青いなんてそんな馬鹿なことがあるか、という嘲りや皮肉が込
められた使い方のようである。“To say that the moon is blue.”ということわざは、“To 
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（1989年版）によれば、“a rarely recurring period”とある。（注１１） 
また、新イラストレーテッド・オックスフォード辞典（1987 年版）によれば“This is 
usually intended to imply a long time.”と説明されている。滅多に起ることがないことが
起るのには、非常に長い時間を要するであろうことからきわめて長い期間を意味すること
となった。（注１２） 
“once in a blue moon”という言い方もあって、これは滅多に起きないこと、非常に珍し
いできごとを表す。その例は、D.H.Lawrenceの“Sons and Lovers”に見ることができる。 
 
“What seats are you going in?” 
“Circle - three and six each!” 
“Well, I’m sure!” exclaimed his mother sarcastically. 
“It’s only once in the bluest of blue moons.” （注１３） 
 
“once in a blue moon”は、歌のタイトルにも使われている。“Once in a Very Blue Moon”





I found your letter in my mailbox today 
You were just checking if I was okay 
And if I miss you, well you know what they say 
Just once in a very blue moon 
And I feel one coming on soon 
 
There’s a blue moon shinin’ 
When I am reminded of all we’ve been through 
Such a blue moon ... shinin’ 
Does it ever shine down on you? 
You act as if it never hurt you at all 
Like I’m the only one who’s gettin' up from a fall 
Don’t you remember? 
Can’t you recall? 
 
Just once ... in a very blue moon 
And I feel one comin’ on soon 
... just once ... in a very ... blue moon 
 
これも捨てられた女性が残る未練を隠して、「貴男を思い出すことなど、まず、ないわ」
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あり得るわけである。しかし、2 月は 28 日（閏年でも 29 日）しかないため、2 月に満月
を 2度見ることはあり得ない。 
1 月の月初めに満月が現れれば 1 月末にも満月が現れることになり、次ぎの満月は 2 月




そして 2001年 11月、フロリダの地方紙に、“Once in a blue moon, a blue moon occurs. 
And, today is when it happens -- for America, the first time in the 21st century.”という
記述が載った。（注１６）この記事の冒頭で、Bulmahn記者が、“The popular, unscientific 




また、アメリカ宇宙航空局（NASA）のウェブサイトの 2004年 7月版には“The month of 



















じ月に出る二つ目の満月”であった。なお、Hiscock は、この 5 つ目の意味のところで、




しかし、次に満月が 2回出る 1990年 12月になると、再び質問電話が相次ぎ、Hiscock
は今回は、コンピュータ・ネットワークをフルに活用した徹底的な調査を行ったが、また
も満足な結果に行き着かない。Trivial Pursuit（些末追求）という会社が 1985年に出版し
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がメイン州にあったが、それを全国に広めたのは 1970 年代後半の Deborah Byrd のラジ
オショー“Star Date”であったという結論に達したのである。そして Hiscock は、Sky & 
Telescope誌からの依頼によりこのことを 1999年 3月号の同誌に寄稿する。前述したよう
に、1999年も 1月と 3月に満月が二度ずつ現れて、無数の新聞、ラジオ、テレビが“blue 
moon”に関する話題に触れたからであった。 
 
ところが、Sky & Telescope誌は、この二ヶ月後に、自誌の 1946年 3月号に載せた記事
が 1937 年のメイン州の農事暦を間違って解釈した結果、同じ月に出る二度目の満月を
“blue moon”と称するという誤った民俗伝承を作り出してしまったという記事、“What’s a 
Blue Moon?”を 1999年 5月号に掲載したのである。（注１９） 
 
Sky & Telescope誌の Donald W. Olson, Richard Tresche Fienberg, Roger W. Sinnott












普通の年では 1年に満月が 12回現れるのが、このすべてにそれぞれ“wolf moon, snow 





年 13回満月の現れるある年には、その春の 3番目の満月に“blue moon”と名付けたのだ。 
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ところが、1946 年 3 月号の Sky & Telescope 誌にアマチュア天文家の James Hugh 
Pruettが“Once in a Blue Moon”という記事を寄稿し、その中でメイン州の農事暦を取り上
げ、その解釈として、「1年に満月が 13回現れることが 19年間に 7回ある。そんな年に
は、11 ヶ月は毎月 1 度ずつ満月が出るが、1 ヶ月だけは 2 度出る。この 2 番目の満月を
Blue Moonという」と記してしまったのである。 
Sky & Telescope誌の Olsonら 3人の執筆者は、Hiscockが“同じ月に出る二番目の満
月を blue moon という”という新定義を全国に広めた番組として名前をあげた Deborah 
Byrdの“Star Date”の放送原稿まで調べ上げ、とうとう、1980年 1月 31日の放送原稿に、
Byrd がこの定義の出て来る 1946 年の Pruett の記事を参考にしていた痕跡を発見したの
である。 






３章 Blue Moonはロマンチックか？ 
 
Bill Monroeの“Blue Moon of Kentucky”に出て来る“blue moon”は、呪いの意味を持つ
月ではなかろうか、という疑問から“blue moon”の意味を調べてみたが、思惑どおりの結果
は出て来なかった。わずかに Hiscockが、彼の言う“blue moon”の六つの意味のうち五番目
に「悲しみ、孤独のシンボル」という意味があることを挙げ、その例として“Blue Moon of 
Kentucky”に触れていたにすぎない。 
 















最初に書いたとおり、Billはこの曲を 1946年 9月に吹き込んでいるので、1946年 3月




ただ、興味深いのは、Billの伝記本“Can’t You Hear Me Callin’--The Life of Bill Monroe”













注1： NHK「みんなのうた」2004年 10・11月新譜。作詞：湯川れい子。作曲、歌：諫山実生。 
注2： SUN-209, Sun Records, Memphis, Tennessee, 1954.7. 
注3： CCO 4607-1, Columbia Records, 1946.9. 
注4： “THE BEATLES A TO Z” (Eyre Methuen Ltd., London 1981), p.37. 
注5： 同解説書 21頁にはこう記述されている。 
In 1988, “Blue Moon Of Kentucky” replaced Stephen Foster’s “My Old Kentucky Home” as 




違いが、Billの経歴の 1988年の欄に“Blue Moon of Kentucky” adopted as Kentucky’s state song 
（replacing Stephen Foster’s “My Old Kentucky Home”）として載っている。 
http://www.nashvillesongwritersfoundation.com/fame/monroe.html 
アメリカの５０州はそれぞれニックネームを持っている。日本でも良く知られているものに、ニ




“Blue Moon Of Kentucky”を顕彰したいが、全国的に知られたフォスターの古典的名曲を the 
official state song of Kentucky から外すわけにもゆかず、苦肉の策として Kentucky’s official 




注7： The Oxford English Dictionary, Second edition, 1989 
注8： Space Science News, http://science.nasa.gov/current/event/ 





注9： Space Science News, http://science.nasa.gov/current/event/ 
注10： Space Science News, http://science.nasa.gov/current/event/ 
注11： The Oxford English Dictionary, Second edition, 1989 
注12： The New Oxford Illustrated Dictionary, 1987 
注13： D.H.Laurence, Sons and Lovers, Chapter 12 Passion, 1913 
注14： Written by Patrick Alger/Eugene Levine, 1983 Bait & Beer Music ASCAP 
Mary Black : DARA RECORDS(Ireland) DARACD027 1987 
Nanci Griffith : Self Produced 1984, now in Rounder Records 
注15： http://www.infoplease.com/spot/bluemoon1.html 
http://www.obliquity.com/astro/february.html 
Folklore of the “Blue Moon” by Philip Hiscock, MUN Folklore & Language Archive など。 
注16： フロリダ州デイトナビーチ市の News-Journal Corporation社発行の 2001年 11月 30日の web
紙 News-Journalonlineの専属記者 Lynn Bulmahnの“An omen? Rare blue moon lights skies 
tonight”と題する記事。http://www.news-journalonline.com/ 
注17： Space Science News, http://science.nasa.gov/current/event/ 
注18： the Memorial University of Newfoundland Folklore and Language Archive 
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注19： Sky & Telescope, http://SkyandTelescope.com/printable/observing/objects/moon/ 
注20： 1955年テイチク・レコード。作詞：清水みのる。作曲：陸奥明。 
注21： “Can’t You Hear Me Calli’n, The Life of BILL MONROE, Father of Bluegrass”, by Richard 
D.Smith: Little, Brown And Company, 2000 
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